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3 論文のj~杏・ 1由文の採否は EdiLOr i a l boardのメンパー による3'EllJ'liiII'3'Eの納米に従い決定される.ただし，
シンポジウムなどの紀鍬や治験愉文についてはmM!昨日iで採有を決定する
4 論文の訂正.貨統審査の給処， Ii;(仰の前Eを求められた助合は， 4.0日以内に， i!JJfされた原稿に背TA点を
明示した手紙をつけてf iìír~日泌尿総朴紀袈千1)行会宛て送付すること ， なお ， EdilOJ'の貨任において一部卒句
の訂正をすることがある.
5. 採択論文:!論文が採択された場合，胤稿を3.5インチフロッピーデイ λク ・MOデイ旦夕 ・CD-R. CD-
RWのいずれかに保作L.，編集部へ送付。する.ディスク には!愉文受付帯号 .l)¥;llJl事干者名 ・機机名 ・ソフトウ
エアとそのパージョンをIy)問する.Wil1dowsの場合は MS-Word'ー太郎， また MaCIl1toshの場合は EG-
Word . MS-Wordとし，特に Macintoshにおいては MS-DOSテキストファイ Jレに保イT噂して拠出すること.
6 校正。 校 1'.は4昨者によるrm校正とする 税者似数の場合は校;E責任将を投稿時指定する
7 掲載 :i論文の掲載は深川順をIj;¥flJとする 迅i阜地織を希唱するときは投稿1守にその旨申し出ること.
川 l~~~料 iま l 頁につき布l文は5 ， 77.'1円(税込)，英文は6，825FI(税込)，超過珂は lriにつき7，350円(税
込). η~;Uの拠l仮代， 1I1版， トレー スイt，別11'• 送料などは別に築資を rjl レ豆ける.
(2) 込述1fJ1世には迅jilj!J lr&.料を!泌する.5mよJ.I-li3I，500PI(税込)，6 n以上は ITI句にIO，500P:1(税込)
を加n した iíli を r~1 し受ける .
(3) ~方1) の幼.Jl七測定制磁の l此紛， 治相f機株の使mなどに 1掬する治験愉文および学会抄録については . l砧餓
ず|を日IJj畠に巾L.9:ける
B 別刷 30昔1¥までは無料とし，それを越える部数については実質負担とする 著者校jEI時に部数を指定する一
InrOJ'maliol1 ror AUlhors Submilling PapcJ's inEnglish 
1. Manuscripls， tablcs ancl figUl山 muSl批判bmitlcdin lhrceωpics. Manusct'iplS should be lypecl 
doublc・spacclwi山widcmat'gil1s 01 8.5 by 11 inch p九pcr. Thc lcxl oral J'cgula，' "，anuscJ'ipls shoulc 
10tωιcccl 12 lypcwl'illcn pagcs， and lh川 oraca叫 rcporl6 pagcs. Thc abstracl should 101 cxcc目1
250 word鳥川町1should conlain 10 abbrcvialiol1s. 
2. Thc firsl pagc should cOl1lail1 lhc lilc， rull namcs川1daffilialions orlhc aUlhors， kcy words (10 mol' 
than 5 wOl'dsL and a n.lIlning titlc.: cOI'lsistin耳orlhc fi['sl allhO! 札口仁1lwo words. 
C.g， : Yamurla， Cl al. Proslali心canccl'. I'SA P 
3. Thc 1 iSI or rccrcnc回 shouldincJudc ol1ly lhosc publicalions which afC CilCd inlhc ICXt. Rcrcrcnccs 
shoulcl not cxcccd 30 rcaζliy available cilalions. Rcrclじnccshould bc inlhc rorn or supcrscJ'ipl 
lulTIcJ'als and should 10t bc arrangcd礼IphabClicaly.
4. Thc lIlc， lhc namcs nnd "r百liaI ions or lhc aulhol丸 andan abslracl sholld bc providcd川.Japancsc. 





が大きく取り上げられた Y大学のT欽授の::ifIi同(俳え)は切実で，悲 しいまでの迫力があった. ~'r，度な技術
と如l械を必袈とする最近の医療は'].;'にリスクと隣り合わせで大きなス トレλを{事う t.'jいリ ユクのわりにj'fl労
働，かっ社会的前市liの低い外科系ftW事|は今後も敬遠され続けるのだろうか.
先日「心臓手術において「祈り」の効却とが無かったことが科学的に検問Eされた」との線道がIJにとま った
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